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農業はエネルギーの再生在のできる産業である。 し

かしその生産において化石エネルギーヘの依存度か高

くなり，見直しか求められてきている．農業における

エネルギーはその利用の形態か多岐にわたり，地域性

も大きく，エネルギーの質を例えば熱に関してみれば，

比較的低温度の利用か多い．従って地域の広かりを利

用し， ランダムでかつ希薄な自然エネルギーの利用に

適していると言える．

アメリカでは全エネルギー供給のうち，農業に利用

されているものは 3%(1980年）とされているか，農業

エネルギーの未来に対して適した新しいエネルキーシ

ステムを開発するための一助として， ASAE（米国農

業工学会） National Energy Symposium(1980 

年9月29日～10月1日）か開催された．本苫はこのシン

ポジウムの研究発表集録集で発表の中から選ぱれた論

文118編と適度のみ53編からなり， 3分冊に分れている．

第 1分冊は総論 5編，太陽エネルギー34編及び家畜生

産33編からなっている．太陽エネルギーの分野では新

しい集熱法や経済性を論じたものもあるか，穀物等の

乾燥調製，特に貯蔵乾媒に関する論文か多い．家畜生

産については太陽熱を利用した研究か多く，特に生育

初期において高温環境を必要とする豚舎の管理に関す

るものか多く目立つか，家きん飼育における太陽熱利

用や，酪農の品水需要に対する温水供給のための風車

利用の研究もみられる．第 2分冊はバイオマスエネル

ギー34編とイ午物生廂37編とからなる．ハイオマスに関

してはとうもろこしの茎などの残りかすの直接的熱利

用やガス化利用の研究か多い．

このほかア）レコール醗酵等と利用，木材，藻類，畜

産廃棄物，（由作物の燃料利用も行われている．作物生

産については当然のこととして温室に関連したものが

多く 15編におよふ．ついでかんかいにおけるエネルギ
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ー間題に関するものか多い．評者かこれまてほ場にお

ける農作業機械を専攻してきたためもあるか，ほ場走

行機械の走行部の効率を 1％改善すれは年関約2.4億リ

ソトルの燃料か節約になるとして走行部を論じていた

か，その姿勢に目か止った．第 3分冊は食品加工関連

で29編の研究から成っている．

同じようなテーマについても，農叢の特質から地域

性か大きい．電子計算機によるシミュレーションに関

するものもかなりな編数かあったか，実地のデータの積

み重ねが多く興味深いものか多かった． また農業エネ

ルギーの技術として，画期的なものは印象に残ってい

ないか，個別的な実際的な技術の集積か大切であるこ

とか再確認された．

本書はそれぞれ著者がタイプしたものを縮写印刷し

た研究集録であり，書き方か統一されていない所もあ

るか，適要か最初に必ず記載されているので，全体を

通しての内容も把握しやすく，アメリカの農業におけ

るエネルギーの問題点，研究者の興味を持つ分野，研

究手法なども分り，この方面に興味を持つ技術者，研

究者には役立つものと思う． このような研究集録集は

技術者，研究者か必要な論文だけを目を通す場合か多

いと思われるか，直接関係かなくても先は適要たけで

も通読してほしい．少年期を戦後の食糧難の時代に過

した評者は，エネルギーか逼迫しても食糧生産にはあ

まり注文を付けずに化石燃料を使用させてほしいと顧

うものであるか，可能な限りエネルギー再生産の比率

を向上させるための研究を地道に続けることの必要性

をぷしている．
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